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1. 遺伝子編集タンパク質の動的機構と遺伝子編集 
機構に関する研究 

2. 遺伝子編集タンパク質の性能向上化のための 
in silicoプロトコルの開発 

3. 性能向上をめざした変異型遺伝子編集タンパク質 
の提案 
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遺伝子編集システムCRISPRの遺伝子編集機構の解明に向けた研究 
(准教授・宮下尚之, miya@waka.kindai.ac.jp)  
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